
飯
島
武
次
先
生
の
ご
退
職
に
あ
た
っ
て

中

野

達

哉

飯
島
武
次
先
生
は
、
二
〇
一
四
︵
平
成
二
六
︶
年
三
月
を
も
ち
ま
し
て
定
年
を
迎
え
ら
れ
、
駒
澤
大
学
を
退
職
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

三
四
年
間
の
長
き
に
わ
た
り
教
鞭
を
執
ら
れ
て
教
育
・
研
究
に
打
ち
込
ま
れ
、
歴
史
学
科
に
も
大
き
な
足
跡
を
残
さ
れ
た
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

飯
島
先
生
は
東
京
都
世
田
谷
区
に
お
生
ま
れ
に
な
り
、
東
京
都
立
駒
場
高
校
か
ら
、
一
九
六
二
︵
昭
和
三
七
︶
年
駒
澤
大
学
地
理
歴
史
学
科

へ
進
ま
れ
、
考
古
学
の
道
を
歩
み
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
大
学
四
年
生
の
時
、
駒
澤
大
学
で
非
常
勤
講
師
と
し
て
授
業
を
持
た
れ
て
い
た
倉
田
芳

郎
先
生
の
も
と
で
、
考
古
学
研
究
会
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
が
、
そ
の
研
究
会
は
現
在
も
活
発
に
活
動
を
続
い
て
い
ま
す
。
一
九
六
七
︵
昭
和
四

二
︶
年
に
は
東
京
大
学
大
学
院
考
古
学
専
攻
へ
と
進
学
さ
れ
、﹁
東
周
の
副
葬
陶
器
を
め
ぐ
る
諸
問
題
﹂
で
修
士
論
文
を
提
出
さ
れ
、
さ
ら
に
博

士
課
程
へ
進
ま
れ
、
関
野
雄
先
生
に
師
事
さ
れ
、
本
格
的
に
中
国
考
古
学
研
究
の
道
を
歩
ま
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
九
七
二
︵
昭
和
四
七
︶
年
、
東
京
大
学
の
助
手
と
な
り
、
北
海
道
常
呂
に
あ
る
実
習
施
設
に
赴
任
し
て
、
藤
本
強
氏
ら
と
岐
阜
第
三
遺
跡

や
ラ
イ
ト
コ
ロ
川
口
遺
跡
な
ど
を
発
掘
さ
れ
ま
し
た
。
常
呂
に
い
る
間
に
ス
キ
ー
の
腕
前
を
上
げ
ら
れ
た
よ
う
で
、
現
在
も
趣
味
の
一
つ
に

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
の
後
、
一
九
七
六
︵
昭
和
五
一
︶
年
、
財
団
法
人
古
代
学
協
会
研
究
員
・
平
安
博
物
館
専
任
講
師
と
な
り
、
京
都

市
内
の
発
掘
に
従
事
さ
れ
ま
し
た
。

一
九
八
〇
︵
昭
和
五
五
︶
年
、
駒
澤
大
学
文
学
部
専
任
講
師
と
し
て
赴
任
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
考
古
学
の
教
員
が
倉
田
芳
郎
先
生

お
一
人
で
し
た
が
、
お
二
人
で
歴
史
学
科
に
お
い
て
考
古
学
の
教
育
･

研
究
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
九
八
二
年
︵
昭
和
五
七
︶

に
は
助
教
授
、
一
九
八
八
︵
昭
和
六
三
︶
年
に
昇
任
さ
れ
、
教
鞭
を
執
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
が
、
学
科
主
任
、
大
学
院
専
攻
主
任
、
第
二
人
文

科
学
研
究
科
委
員
長
を
歴
任
さ
れ
、
教
育
の
面
で
大
き
な
役
割
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。
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飯
島
先
生
の
ご
専
門
は
中
国
夏
王
朝
か
ら
西
周
王
朝
時
代
の
ご
研
究
で
す
が
、
一
九
八
七
年
、﹁
夏
殷
文
化
の
考
古
学
研
究
﹂
で
東
京
大
学
か

ら
文
学
博
士
を
授
与
さ
れ
、
同
じ
書
名
で
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、﹃
中
国
新
石
器
文
化
研
究
﹄﹃
中
国
周
文
化
考
古
学
研
究
﹄﹃
中
国
考
古

学
概
論
﹄﹃
中
国
夏
王
朝
考
古
学
研
究
﹄
の
単
著
を
は
じ
め
、
多
く
の
編
著
書
や
論
文
等
を
執
筆
さ
れ
、
中
国
考
古
学
研
究
に
大
き
な
成
果
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
ま
た
、
学
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
日
本
中
国
考
古
学
会
の
副
会
長
・
会
長
、
日
本
考
古
学
協
会
で
は
国
際
交
流
委
員
会
会
長

を
務
め
ら
れ
、
日
本
の
中
国
考
古
学
会
を
牽
引
さ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

飯
島
先
生
が
中
国
へ
最
初
に
訪
れ
た
の
は
、
日
中
国
交
正
常
化
し
て
間
も
な
い
一
九
七
六
年
で
し
た
が
、
そ
の
後
一
九
八
五
年
に
北
京
大
学

の
鄒
衡
氏
の
も
と
を
訪
れ
、
西
安
で
発
掘
し
て
い
た
徐
天
進
氏
を
紹
介
さ
れ
、
二
人
で
貨
物
列
車
に
乗
り
込
み
周
原
を
目
指
し
た
そ
う
で
す
。

ま
だ
未
解
放
地
も
多
く
、
結
局
、
周
原
に
は
外
国
人
と
し
て
入
る
こ
と
が
で
き
ず
、
宝
鶏
な
ど
を
ま
わ
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
徐
天
進
氏
と

は
お
互
い
信
頼
し
あ
う
関
係
と
な
り
、
今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。
飯
島
先
生
は
訪
中
を
重
ね
、
中
国
で
の
発
掘
や
調
査
を
続
け
、
一
九
八
六
年

度
、
二
〇
〇
九
年
度
に
中
国
留
学
を
さ
れ
て
多
く
の
中
国
研
究
者
と
交
流
を
続
け
ら
れ
て
来
ま
し
た
。
二
〇
一
三
年
一
二
月
一
四
・
一
五
日
に

開
催
さ
れ
た
日
本
中
国
考
古
学
会
は
、
飯
島
先
生
の
退
職
に
合
わ
せ
て
駒
澤
大
学
で
開
か
れ
ま
し
た
が
、
そ
こ
へ
社
会
科
学
院
所
長
の
王
巍
氏
、

許
宏
氏
、
北
京
大
学
の
徐
天
進
氏
や
趙
輝
氏
、
焦
南
峰
氏
ら
が
お
越
し
に
な
り
ま
し
た
こ
と
は
、
い
か
に
中
国
の
研
究
者
に
信
頼
が
あ
る
か
を

物
語
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

飯
島
先
生
は
、
二
〇
〇
一
年
、
中
国
で
の
発
掘
実
習
を
陝
西
考
古
学
研
究
所
の
焦
南
峰
氏
と
始
め
、
そ
の
後
北
京
大
学
、
徐
天
進
氏
と
進
め

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
日
本
に
お
い
て
、
正
規
の
授
業
と
し
て
外
国
で
の
発
掘
実
習
を
行
う
大
学
は
、
他
に
は
み
ら
れ
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
そ
の

発
掘
に
は
実
習
生
の
ほ
か
、
大
学
内
外
の
大
学
院
生
も
参
加
す
る
な
ど
、
駒
澤
大
学
考
古
学
専
攻
の
特
色
の
一
つ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
飯
島
先
生
が
長
年
中
国
に
お
い
て
多
く
の
研
究
者
と
交
流
を
持
ち
、
先
生
の
学
問
や
研
究
者
と
の
信
頼
で
作
り

上
げ
た
太
い
パ
イ
プ
に
よ
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

飯
島
先
生
が
本
年
度
を
も
っ
て
退
職
さ
れ
る
こ
と
は
誠
に
残
念
で
す
が
、
研
究
は
こ
れ
か
ら
も
続
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
を
お
う
か
が
い
し

て
お
り
ま
す
。
今
後
も
ご
健
勝
で
ご
研
究
を
続
け
ら
れ
、
駒
澤
大
学
、
歴
史
学
科
を
見
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。
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